
第
だい

19回
かい

にほんごで話
はな

そう！日
に

本
ほん

語
ご

スピーチ大
たい

会
かい

 

16 

 

発表者
はっぴょうしゃ

7  ●出身
しゅっしん

・ルーツ 

ウマル フィサビリラーテペ  インドネシア 

 ●日本
に ほ ん

に来
き

たのはいつ？ 

2022年
ねん

10月
がつ

3日
か

 

●発表者
はっぴょうしゃ

コメント 

  

 

 

 

 

●推薦者
すいせんしゃ

コメント 【大
やま

和
と

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

 西舘
にしだて

先生
せんせい

】 

 

 

 

 

スピーチタイトル 「好
す

きなもの」 

 

皆
みな

さんこんにちは。私
わたし

はウマルと申
もう

しま

す。１年半前
ねんはんまえ

、インドネシアから、実習生
じっしゅうせい

として日本
に ほ ん

に来
き

ました。 

今
いま

、食
た

べ物
もの

を作
つく

る会社
かいしゃ

で働
はたら

いています。

今日
き ょ う

は、皆
みな

さんに「好
す

きなもの」というテー

マで話
はな

したいと思
おも

います。どうぞ、よろしく

お願
ねが

い致
いた

します。 

「好
す

きなもの」というのは、人
ひと

それぞれだ

と思
おも

います。サッカーが好
す

きだったり、映画
え い が

を見
み

るのが好
す

きだったり、仕事
し ご と

が好
す

きだった

り、部屋
へ や

でゴロゴロするのが好
す

きだったり、

いろいろあると思
おも

います。 

私
わたし

は「料理
りょうり

」が好
す

きです。なぜ好
す

きかと

聞
き

かれたら、私
わたし

にとって、料理
りょうり

は小
ちい

さい時
とき

からいつも私
わたし

のそばにあり、私
わたし

の世界
せ か い

を広
ひろ

げてくれました。小
ちい

さい時
とき

、私
わたし

はインドネ

シアの村
むら

に住
す

んでいて、祖母
そ ぼ

と祖父
そ ふ

が世話
せ わ

を

してくれました。ときどき、学校
がっこう

に行
い

く前
まえ

に、祖母
そ ぼ

を手伝
て つ だ

って料理
りょうり

を作
つく

りました。おい

しい料理
りょうり

の作
つく

り方
かた

をたくさん教
おし

えてもらいま

した。初
はじ

めて料理
りょうり

を作
つく

った時
とき

は、ほんとうに

気持
き も

ちがよかったです。でも、味
あじ

はまだまだ

でした。 

私
わたし

は、料理
りょうり

の専門
せんもん

学校
がっこう

を卒業
そつぎょう

しました。

２年生
ねんせい

の時
とき

、ホテルで実習生
じっしゅうせい

として働
はたら

きま

した。そこでもいろいろなことを体験
たいけん

して、

しあわせを感
かん

じました。私
わたし

にとって、料理
りょうり

の世界
せ か い

はとても大変
たいへん

でしたが、そこで学
まな

んだ

ことは本当
ほんとう

に忘
わす

れません。 

今
いま

、私
わたし

は日本
に ほ ん

にいても、料理
りょうり

に関
かん

して

心配
しんぱい

することはありません。料理
りょうり

をするの

は、ただ材料
ざいりょう

を加
くわ

えるだけではなく、場所
ば し ょ

によって、とくちょうがあることを理解
り か い

して

いない人
ひと

も多
おお

いです。たとえば、インドネシ

アと日本
に ほ ん

のウコンは、苦
にが

かったり、酸
す

っぱか

ったり、味
あじ

が違
ちが

います。それで、料理
りょうり

をする

よりよい発表
はっぴょう

にしようとたくさんの人
ひと

に助言
じょげん

を求
もと

め、一所懸命
いっしょけんめい

原稿
げんこう

を書
か

きスピーチの

練習
れんしゅう

をしてきましたネ。応援
おうえん

しています。 

みなさんにじぶんのことをしってほしいで

す。 

がんばります。 
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前
まえ

に材料
ざいりょう

の味
あじ

を試
ため

してみます。そうすれ

ば、料理
りょうり

に入
い

れる材料
ざいりょう

の量
りょう

がわかります。 

私
わたし

は料理
りょうり

が好
す

きですからシェフになるこ

とが私
わたし

の夢
ゆめ

でした。シェフになる前
まえ

に料理
りょうり

の味
あじ

の違
ちが

いを学
まな

んだり、材料
ざいりょう

をカットした

り材料
ざいりょう

を洗
あら

ったりしていました。 

専門
せんもん

学校
がっこう

で料理
りょうり

を作
つく

って、初
はじ

めて「やっ

た！これでシェフになれる！」と思
おも

いました

が、残念
ざんねん

ながら、私
わたし

の作
つく

った料理
りょうり

は味
あじ

がは

っきりしなくて、全然
ぜんぜん

おいしくありませんで

した。シェフとして、様々
さまざま

なことを勉強
べんきょう

し

なければならないと思
おも

いました。 

たとえば 

１．時間
じ か ん

を上手
じょうず

に管理
か ん り

する方法
ほうほう

  

 ２．問題
もんだい

を正確
せいかく

に早
はや

く解
かい

決
けつ

する方
ほう

法
ほう

 

 ３．コミュニケーション能力
のうりょく

、チーム

ワークの取
と

り方
かた

 

そしていろいろなスキルも有
あ

り 

  １．材料
ざいりょう

を上手
じょうず

に切
き

る方法
ほうほう

 

  ２．だしを上手
じょうず

に取
と

る方法
ほうほう

 など、 

ほんとうに勉強
べんきょう

しなければなりません。 

私
わたし

は、自分
じ ぶ ん

が大好
だ い す

きな料理
りょうり

の世界
せ か い

を、た

だ作
つく

るだけではなく、料理
りょうり

のすばらしさを誰
だれ

かに伝
つた

えられたら本当
ほんとう

に幸
しあわ

せなことだと思
おも

います。そして、その経験
けいけん

が、自分
じ ぶ ん

の土台
ど だ い

と

なって、自信
じ し ん

を深
ふか

め、自分
じ ぶ ん

の感性
かんせい

を磨
みが

いて思
おも

い通
どお

りの料理
りょうり

が創
つく

れるように努力
どりょく

したいと思
おも

います。 

 いつか、皆
みな

さんにも私
わたし

の料理
りょうり

を食
た

べても

らえる日
ひ

が来
く

ることを願
ねが

っています。 

 最後
さ い ご

まで聞
き

いていただき、有難
ありがと

うございま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

●来場者
らいじょうしゃ

・発表者
はっぴょうしゃ

からの応援
おうえん

メッセージ 

 

  
・料理

りょうり

に国境
こっきょう

はない。 

・インドネシア∞マレーシア仲間
な か ま

だ！！今日
き ょ う

のスピーチはよくできました！一緒
いっしょ

に頑張
が ん ば

りまし

ょう。 

・料理
りょうり

できるのはすごいですね。身近
み じ か

なものなので色々
いろいろ

な料理
りょうり

を知
し

って世界
せ か い

を知
し

っていくのも

よいことですね。食
た

べてみたいです。 

・料理
りょうり

の世界
せ か い

はアートですね。すばらしいアーティストになってください。がんばれ～！！ 

・ジェスチャーや表現
ひょうげん

のしかたがとてもよかった！ 

・各国
かっこく

で食材
しょくざい

が違
ちが

うのでそれにきがついた事
こと

はすばらしいと思
おも

います。これからもがんばっ

てすばらしいシェフになって下さい。 

・料理
りょうり

からいろいろなことを学
まな

んでいるんですね。料理
りょうり

の楽
たの

しさ、すばらしさがスピーチから

感
かん

じられました。すてきなスピーチ！ 

・すてきな祖母
そ ぼ

ですね。料理
りょうり

で人
ひと

を幸
しあわ

せにできるのはとてもすばらしいです。これからもが

んばってください。 

・インドネシアの料理
りょうり

、食
た

べてみたいです！食
た

べることは大切
たいせつ

なことです。美味
お い

しい料理
りょうり

を作
つく

ってください。 

・おばあちゃんから、おいしい料理
りょうり

を学
まな

んだことが、原点
げんてん

となって“食
しょく

”のすばらしさを広
ひろ

めたいという大
おお

きな夢
ゆめ

につながってますね。ぜひ実現
じつげん

させてください！！ 

・大好
だ い す

きな料理
りょうり

にたいするまじめな姿勢
し せ い

がつたわってきました。原稿
げんこう

なしで全部
ぜ ん ぶ

おぼえていて

すごいです。 


